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記述言語としては 1SO で標準化されている形式仕様記述言語 LOTOS に基づいた言語を採用した。 LOTOS は通信
動作の実行順序を構造的に指定するための選択，並列，割り込みなと、の構文を持つ言語である。しかし， LOTOS は
システムの実時間性を記述する能力を持っていない。そこで，本研究ではまず実時間分散システムの記述言語の例と
して， LOTOS を時間制約を記述できるように拡張した言語 LOTOS/T を考案した。 LOTOS/T は LOTOS の構文
を受け継ぎ，それに加えて各動作の時間制約を論理式で記述する能力をもっo 例えば，ある入出力動作を現在時刻が



































らに， LOT08/T記述からこのモデルへの変換法を与え，提案する手法が LOT08/T のような実用的な記述能力
を持つ言語に対しても適用可能であることを示しているo このように，従来より広いクラスの実時間分散システム仕
様の等価性を判定する方法を与え，理論的にも実用面にも意義のある成果を上げている。l'
さらに， LOT08/Tのような並行言語で記述された実時間分散システムの全体仕様を計算機関の通信動作を含む
個々の計算機の動作仕様に分解する方法を与えているo 従来このような時間制約付きの並行言語に対する分解法は提
案されていなかった。提案する方法では，通信遅延の最大値が与えられていると仮定し，遅延が最大の場合において
も全体仕様の時間制約を満たすことが保証されるような時間制約を各計算機の動作に課すという方針を採用しており，
通信遅延を変更できないネットワーク上での実時間分散システムの実現に有用である。また，その際に課される時間
制約を最も弱いものに留める工夫もしている。これらの成果は理論的に興味深く，工学的にも有効性が高いといえるo
以上のように，本論文は， LOT08 などの並行言語を用いた高信頼実時間分散システムの設計および検証技術の進
展に貢献しており，博士(工学)論文として価値あるものと認めるo
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